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                      〔文書伝道〕
はじめに
　人間生活では、お互いの意志の疎通というものが非常に大切です。（コミュニケーショ）「目は口ほどにものを言う」といいますように、言葉と文字（文書）によって意志の疎通をはかるものです。
　人類の歴史は長い間、言葉によって意志伝達をはかってきましたが、文字の発明を経て印刷術の発明による文書での情報伝達が大発展を遂げてきました。
　今、日本では一年間に印刷される印刷物は莫大なものです。またその印刷物による感化・影響は小さいものではありません。特に日本人は、新聞、雑誌、単行本等を読むことにおいて世界有数の民族だといわれています。ですから文書伝道は重要な伝道だと言えるのです。
　文書伝道とは、まず個人的な手紙による伝道から始まります。そして必要によってワープロ・コピー等による小規模の出版から、活字印刷による多量印刷の可能な伝道であります。それぞれ特色をもっていることは言うまでもありません。
　その用い方について考えてみましょう。
Ⅰ．文書伝道の大切さ
　１　聖書による伝道
  聖書そのものが文書伝道の最たるものと言えます。聖書は世界のベストセラーと言われ、多くの国語に訳され、全世界の人々に用いられているのです。　聖書そのものが用いられている実例をあげましょう。ルカによる福音書、使徒行伝は医者ルカがテオピロに宛た個人的な手紙だったと考えられます。またパウロも個人書簡、公同書簡を多く残しました。現代の私達もその恵みにあずかっているのです。
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　２　印刷術の発展による文書伝道の拡大
　活字印刷による文書発行によって伝道が拡げられたことは近代の特色です。それによってキリスト教は急速に進歩したとも言えます。
　今からおおよそ５００年前、ドイツのグーテンベルグが印刷機を発明しました。彼が印刷術を発明して、最初に印刷したのは聖書でした。これが、いわゆるグーテンベルグバイブルでした。この印刷術が神に捧げられ、神のために用いられました。教会を訪ねて来られる方の中で、「三浦綾子さんの本を読んで一度教会に出席したいと思っていました」といわれる方は少なくありません。印刷物が用いられている証拠です。
Ⅱ．文書伝道の方法
　文書（読物）は今も大きな影響を与え、伝道に効果があることがわかりました。そこで、誰が、誰に、どのようにするかを考えなければなりません。その三点について学びましょう。
　１　誰がするのか
　文書伝道はイエスを信じて救われた人ならば誰でも出来る伝道法です。新聞伝道・個人伝道を苦手とする人でもこの伝道だけは、その気になればすぐ出来る伝道です。誰かがするだろうではなく私がしなければ、私にさせていただこうとの思いが大切です。そう思っても誰に、どのようにしたらよいかわからないと尻込みするかも知れません。そのことを次に考えましょう。
　２　誰にするのか
　文書伝道も伝道ですのでやはり伝道する相手を決めなければなりません。考えて見れば多くの対象を見出すことは出来ます。次に文書伝道の相手を列挙してみましょう。
　　ａ．家族・親族・知人・友人・近隣の方
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　　ｂ．学校の同級生・同窓生・サークルの人々
　　ｃ．教会員・求道者・一度でも出席している方
　　ｄ．教会員の家族
　　ｅ．不特定多数の地域の人々
　３　文書伝道のための準備
　文書伝道をする相手がきまりますと、やはり効果をあげるためには適切なよい準備が必須です。
　　ａ．相手が決まったら、その人のためによく祈ることです。
　　ｂ．文書伝道のためのどのような読み物を用いるべきか準備することで　　　　す。　　
　　　ⅰ）葉書・便箋を用いる場合は聖句入りを。
　　　ⅱ）定例集会・特伝に導かれた人、また決心をした人には、分かり易　　　　　い伝道新聞
　　　ⅲ）一定の地域をきめて配布する場合は、わかり易い読み物（伝道新　　　　　聞・トラクト）
        　トラクト・新聞等は一回きりの配布か、短期（数回）長期（一年　　　　　間）にわたる配布かによって適切なものを選ぶ。
　　　ⅳ）記念（結婚式・告別式・記念会・誕生日・入学式・卒業式・母の　　　　　日等）の日に用いる場合は単行本がよい。
　《注》文書伝道に用いるものはその読み物に一度目を通す、すなわち自分　　　　で読んで納得、理解出来るものを選ぶ。
　４　どのよにするのか
　文書伝道の方法にはいろい考えられますが、その代表的なものをあげます。
　　ａ．葉書・手紙による伝道
　今国民の間では活字離れの傾向があるようです。その理由の一つに電話の
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普及があげられます。だからこそ文字による伝道には味があり、相手に好感をもたれるのではないでしょうか。
　特にあらゆるチャンスを捕らえて文書伝道を行うべきです。例えば先述したように、時候見舞・記念日を有効に利用することです。
　また葉書・便箋は御言入りを用いるのがよいでしょう。また封書の場合はトラクト等を同封するのは賢明だと思います。その時トラクト・新聞のここを読んで教えられ、感動したということを書き添えると、きっと相手の方も読むようになるでしょう。単行本を用いる場合は受け取る方の求めに応じたものを選ぶのがよいでしょう。
　　ｂ．教会の週報等を送付する場合
　印刷された別の手紙を同封するのはよいが、やはり自筆の添え書きをすると相手方に送る方の好意が通じる場合が多いのです。
　　ｃ．トラクト・伝道新聞配付
　地域を決めて、信徒個人または信徒共同で年に一回又は毎月・季節毎に（教会の特伝の案内・教会案内と一緒に）配付するのも文書伝道のひとつです。　この場合、教会宛のアンケート・聖書贈呈・通信講座希望のハガキを入れるともっとよいでしょう。
Ⅲ．文書伝道の効果
　文書伝道に力を入れた教団・教会は例外なく発展してきました。
　昔から「悪書は悪友より悪い、そのように良書は良友よりよい」と言われてきました。文書伝道の利点をあげてみましょう。
　１．誰にでも出来ます。口下手と思われる人でも文書によってキリストを　　　紹介出来ます。
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　２．証しはその場限りで終わる場合があります。しかし、文書はその人の　　　手に残り、場合によっては何回も読み返すことが出来ます。
　３．ことばには抵抗を感じる人でも、文書になると素直に受け入れる人が　　　います。目から入る力は大きいからです。
　４．費用的にも少なくてすむ伝道です。もし、地域等に配付する場合は個　　　人負担でなく教会全体で取り組むほうがよいでしょう。
結び
　文書伝道は地味かも知れません。しかし聖書は次のことを教えています。「あなたのパンを水のうえに投げよ、多くの日の後、あなたはそれを得るからである。」伝道の書１１：１
「ほかの種は良い地に落ちて実を結び、あるものは百倍、あるものは６０倍、あるものは３０倍にもなった」（マタイ１３：８）
みことばの種を大いにまきましょう。まいた種は根をおろし、芽を出し、成長し、実を結ぶことを信じて、この働きに打ちこんで下さい。
参考文献
　伝道の理論と実際　　伝道出版著
　文書伝道マニュアル　古林三樹也著
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                      〔訪問伝道〕
はじめに
　訪問伝道とは、イエス・キリストを信じて救われた人々が信じて救われたばかりの人々や、信者の中で集会欠席をしておられる方、未信者の方を訪ねて伝道することを言います。
　商売の中には、大きな店舗も持たず、マスコミで宣伝もせず、ただセールスの人が訪問販売して成果を挙げている例もあります。
　また「エホバの証人」が一軒一軒家を訪ねて熱心に勧誘を続け、信徒を獲得していることも事実です。
　教会の伝道で一番欠けている点といえば訪問伝道だと言って過言ではありません。もし各教会がこの訪問伝道に力を入れれば信徒倍増は難しくはないと思います。また、訪問伝道にあたる人は伝道の喜びを味わい、また牧師の働きの真の理解者となり協力者になることでしょう。
Ⅰ．聖書には訪問伝道の手本がある
　聖書には訪問伝道の良き実例に溢れています。もっとも良き模範を示されたのはイエスさまでした。
　・ザアカイの場合（ルカによる福音書１９章１節～１０節）
　　イエスさまはエリコに行かれた時、当時民衆から嫌われていたザアカイ　　の家に宿泊されて個人的に救いに導かれました。
　・ベタニヤの家庭で（ルカによる福音書１０章３８節～４２節）
　　ベタニヤ村のマルタ・マリヤの家を訪れた時、マリヤはイエスさまから　　福音を聞くことが出来ました。
　またイエスさまは１２弟子・７２人の弟子を派遣しました。
　・１２弟子の派遣（マタイによる福音書１０章１節～１５節）
　　イエスから遣わされた１２人の弟子達は町々・村々を訪れて彼らを受け　　入れる人々に平安を祈り、神の国のことを話しました。
　・７２人の派遣（ルカによる福音書１０章１節～２０節）
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　　７２人の人々を２人ずつ一組に、町々・村々に派遣されました。彼等は　　家々を訪れて福音を宣べ伝えました。 
Ⅱ．訪問伝道は重要な伝道です
　教会の集会に新しく出席された方、特別集会等で決心された方、またクルセードによって決心された方は、すぐ訪問して個人的に救いへと導かない限り、信仰を続けられない場合が多いのです。
　今、生まれたばかりの赤ちゃんには慎重な世話が大切です。昔、家庭で出産なさる方は少なくありませんでした。そこで助産婦が生まれたばかりの赤ちゃんにお湯をつかわせました。
　教会も新しく導かれた方や決心した方に、責任をもって助産婦のように世話をしたいものです。訪問伝道は牧師の責任であると共に、教会員全員が重荷を負いつつ祈り、奉仕をしなければなりません。訪問伝道は牧師と信徒との共同牧会伝道といえるのです。
Ⅲ．訪問伝道の実際
　訪問伝道をしようとする時、次の事柄がポイントとなります。
１．誰がするのか　２．誰にするのか　３．どのようにするのか　
この三点について考えてみましょう。
　１．誰がするのか
　これは教会にとって大きな問題です。よくいわれる、総論賛成、各論反対、誰かがすることは大いに賛成です。しかし、自分がすることには尻込みするということがあります。その理由として
　・信仰が浅いから　　・知識（学歴）が足りないから
　・口下手だから　　　・これは私の苦手だから
　理由はもっともですが、訪問伝道はどんな人にも出来る方法があります。また一人でも二人でも行うことも出来ます。そしてこの働きは、訓練を受け
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ることによって、なお一層効果をあげることが出来ます。
　誰かがすると言うのではなく、あなたがするように神は導いておられることを信じることです。クリスチャンなら誰でも出来る奉仕なのです。私達は
キリストの証人としてたてられています（ヨハネによる福音書１５章１６節）。証人としての働き、その一つが訪問伝道です。
　イエスも働き人の起こるように祈れといわれました（マタイによる福音書９章３７節）。クリスチャンはキリストに属する者（使徒行伝１１章２６節）、即ちキリストに似る者です。またキリストの身体（肢体）（コリント人への第一の手紙１２章２６節）なのですから、キリストの足となって人々を訪ねる者となりましょう。
　２．誰にするのか
　訪問伝道をしようと思うとき、やはり訪問する相手を考えなければなりません。対象をあげてみましょう。
　　ａ．教会の集会に新しく出席された方
　　ｂ．教会の集会に出席して決心された人（求道者）
　　ｃ．求道者・信徒の方で集会欠席を続けている人
　　ｄ．弱い信徒
　　ｅ．教会員の家族
　　ｆ．一度も教会に出席したことのない人
　　ｇ．病気で休んでおられる方
　　ｈ．日曜学校生徒の家族
　信徒の方にとってはその他、勤め先の知人、学校時代の同級生、またサークル等で知り合いになった方をあげることが出来るでしょう。
　上記にあげた方々を一度に訪問することは不可能ですから、年間計画（または月間・週間）をたててその人のために祈り、準備することが肝要だと思います。
　３．どのようにするのか
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　訪問伝道の方法については訪問する対象によって訪問する仕方が異なります。これに関して次の三つの方法が考えられるでしょう。
　　ａ．未信者に対して　　ｂ．求道者に対して　　ｃ．信者に対して
　　ａ．未信者に対して
　未信者といえばその範囲は非常に広いのです。日本では殆どの人は未信者なのです。誰に対してするかとの項目で考えたように、かかわりのある個人か、また、ある地域に住んでいる人々の家族を個別的に訪問するかによって違います。いずれにしても話のきっかけ、次の導入を決めていくのが大事なことです。
　　　ⅰ）まず挨拶をする（明るい口調で）
　　　ⅱ）自己紹介をする
　　　ⅲ）「教会を知っていますか」「キリスト教のテレビ番組を見たこと　　　　　がありますか」「三浦綾子さんのこんな本を読んだことがありま　　　　　すか」と尋ねる
　なんと言っても相手に悪い感情を与えないことが大切です。
　大阪商人は買わないお客にも有難うと言って丁寧に挨拶します。話が進まなければ集会案内をして良いトラクト・読み物を渡し、話が進めば出来るだけ相手の立場を理解し、受容し、相手のお話をきくことが肝要です。人間は誰でも自分の話を聞いてくれる人を求めているものです。すなわち友を求めているのです。話相手になることが出来たら成功です。相手が聞いて下さるなら、自分の救いの恵みを、またキリストの救いの素晴らしさを簡単に語るのが良いでしょう。もちろん帰る時には教会の集会案内と良いトラクト・読物を手渡すことを忘れてはなりません。
　　ｂ．求道者に対して
　教会の集会に出席したことのある人や、決心した方を訪ねることは大切なことであり非常に有益です。教会に一度でも出席されたことのある方ですから、それにふさわしい接し方があります。
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　　　ⅰ）先ず挨拶を交わす
　　　ⅱ）先日集会出席されたことを感謝する
　　　ⅲ）今までの集いについて感想を尋ねてみる
　　　ⅳ）疑問があればそれに対応する
　　　　　答えられない場合は「次回に研究してお答えしましょう」と約束　　　　　をする。自分にもし解答する力がない場合は信仰の先輩、又は先　　　　　生と一緒に訪問するか、または依頼する。
　　　ⅴ）教会出席の恵みをあかしする。また聖書を読んで教えられたこと　　　　　や、祈りが聞かれたことを簡単にお話しする。
      ⅵ）相手の祝福を短く祈る
　　　ⅶ）その方にふさわしいトラクト・読物を手渡す
　　　　　読物等については牧師とよく相談して適切なものを準備してお　　　　　く
　　ｃ．信者に対して
　信者の方の中には信仰の弱い人や、長期欠席をされている場合があります。どのように対応したらよいのでしょう。
　　　ⅰ）挨拶をする
　　　ⅱ）あなたのため祈らせていただきました。今日お会い出来て嬉しい　　　　　です。神に感謝します。
　　　ⅲ）最近受けた集会の恵みを簡単に証しする。また聖書を読んで教え　　　　　られたことや、祈りが聞かれたことなどをお話しする。
　　　ⅳ）問題を持っている場合も多いので出来るだけ相手の言うことを聞　　　　　くことにする。しかし教会の不平・不満については同調しない。　　　　　しかし相手の語ることを理解・受容することが肝要です。
　　　ⅴ）出来るだけお祈りをし合って帰る。週報や良い読物を置いて帰る。　　　　　これらは牧師に聞くのがよい。
　　　＊出来るだけ１人よりも２人で訪問するとよい。
Ⅳ．訪問伝道の準備と注意すべき事柄
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　１．訪問伝道の準備
　　　準備に万全を期することが魂を捕らえるカギとなる
　　ａ．毎週訪問すべき方を決め
　  ｂ．訪問する方が決まったらその方のために祈る
　　ｃ．訪問する時間を見出すように工夫する
　　ｄ．かかわりをもっている方の訪問には相手の都合を電話で尋ねる
　　ｅ．訪問の際、手渡しするトラクト・読み物を準備する
　　ｆ．訪問者は良く祈り、聖霊に満たされて喜びを持って接することが出　　　　来るように心掛ける
　　ｇ．訪問後、その状況と結果を文書又は口調で牧師に報告する。今後の　　　　アドバイスを受けるとよい
　　ｈ．次回の参考とするために、記録を作っておくとよい。
　２．訪問する場合の一般的な注意
　訪問した場合こちらのちょっとしたことば・態度で良い感情を与えたり、また悪い感情を与えたりします。悪い感情を与えると二度と訪問を願わない場合があります。心の注意が必要です。
　　ａ．相手の気持ちを大切にします
　　ｂ．身だしなみ・ことば使い、行動（態度）に注意すること
　　ｃ．長居しないこと（出来れば訪ねた時、都合や時間を聞いておくがよ　　　　い）
　　ｄ．秘密を守ることが肝要です
　　ｅ．約束を守ることも大切です
　　ｆ．異性の訪問は特に注意し、出来るだけ同性の方を訪問するのがよい。　　　　どうしても異性の方を訪問する場合は２人で行くように心掛けて下　　　　さい。
　　ｇ．読物等に注意を（渡す前に一度に必ず読んで内容を知っておくこと）　　ｈ．次回の訪問の予約をとれればもっとよい
　　ｉ．断られても悪感情を与えるような態度をとらない
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Ⅴ．訪問伝道の成功のポイント
　　ａ．良く準備をすることです
　　　　訪問をしようとする相手の立場をよく知ると共に、自分自身、知的、　　　　霊的によく準備することが大切です。
　　ｂ．訪問しようとする方のため、また自分自身のため、よく祈り神の助　　　　けを絶えず求めることです。
　　ｃ．聖霊に頼ることです
　　　　人を救いに導くのは聖霊です。人の知恵では人を決心に至らせるこ　　　　とは不可能です。すなわち聖霊の働きなくしてはキリストに導くこ　　　　とは出来ません。
　　ｄ．勇気を持って訪問することです
　　　  勇気ある信仰こそ不可能の門を開いてゆきます。
　　ｅ．忍耐をもって接すること
　　　　訪問する相手にはいろいろな人がいます。一も二も忍耐が肝要
　　ｆ．注意深く会話を進めると共に、その時々にふさわしいみことばを用　　　　いることが必要です。「知恵ある人は人の魂を捕られる」
　　ｇ．牧師からの訓練と指導を仰ぐことです
　　ｈ．結果はすべて主に委ねることです。
　　　　失敗だと思われることでも、むしろ成功している場合もあるのです。　　　　失敗を考えて落ち込んでしまうと今後の奉仕が出来なくなります。
　　ｉ．教会で訪問チームを組んで行えば尚一層の効果を望めます。
結び
　「マケドニヤに来てわたしを助けよ」（使徒行伝１６章９節）と魂は叫んでいます。魂の声をききましょう。また神は魂のためにあなたを遣わされるのです。「丁度サウロのところにアナニヤが遣わされたように」（使徒行伝９章１１節）神の御声をききましょう。アメリカでは未信者を探すことは容易でないそうですが、日本では９９％は未信者です。訪問する対象となる方は沢山おられます。主に導かれ、助けられ、とにかくやってみましょう。継
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続は力です。続けてやってみましょう。きっと良い効果が生まれてくると信じます。
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